
"

"
？を暲で

""

｢し
か

"

ので心力 m(R一いがーーいいが動のように見
える｡

（見かけの重
（イ）遠心力は、水によって大きさが変わるので、 F-ルグラっ
の面積で仕事の量を考える。

元 F=m(R-)w2
m Rw2_ ⇒ F = m RW-m先との1次関数

く）書くとこうな
とわかる、

m いが
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（点P) （点Q) （中心
面積は
｛MW'+m(R→c)W2｝・水・½

= RW-mxw).x・½
=zml2R-xxw.tn#__，



1 3 続き
（ウ）仕事とエネルギーの関係より

で どこ？ながどの
⇒ひ。2=R2w
：。ひ。FRW-_-（ウ）

※（イ）の流れから考えると
遠心力による位置エネルギーを
U=Im(2R-x)xW2 (Pが基準）

といえると考えて、力学的エネルギー保存の式

½mu i = で。このので
つが学エネ

とした方が、問題の意図にあっている。



｢一のに続棒がないと､ 外から見て､ きれいな円軌道の一
部になるとは

限らないので、見かけの重力が遠心力F=m(R→c)w2
となるとは限らない、
⇒一旦、外から見てどんな動きをするか考える。
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RW←円運動の速さを持ってスタートする。
合成速度 ER W
（力を受けないので等速直線運動して点Sに向かう）

図形的に考えて、内壁から最も高くなるときは、垂線が最も
長くなるときで、その高さをんとすると、下図の位置となる。

するとの=IRであり、h=R-0なので
h=R-ER

&"

の

'

ら

#

だ に
､ ジ

#

な ｢ん

...h=ない（I)



⑬7 続き
（オ 球は...""の経路をひこE RWで

等速直線運動する。
図形的に考えて

P S = F R

に
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（九） たw̅での宇宙ステーションの動きと比べてみる｡

､ かな｣の

""

：
で

#

で球はでるでS
に到着

W[rad/s）の角速度で七ニw̅[S］回転

P
⇒ w ・ w̅ = 1 r a d 回 転

PSはE
rad分の弧の長さの到着点をP'とす
る｡

PS=R・シ=とい
PPは 1rad分の弧の長さなので
pp=R・1 =RFS>P'とわかったので､ 前方に落ちるとわか

る｡ その距離は
ps-p=2R-R=（すい


